
やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風

風水害対策① 風水害対策②
気象情報と警戒レベル

風水害の備えと対策

土のうステーションをご活用ください

気象庁による気象情報（警報など）に注意し、早めの避難を心がけましょう。

市では、大雨による家屋等の浸水被害を未然に防止するため、
市民の皆様が必要に応じていつでも土のうを持ち出せる、
「土のうステーション」を設置しております。

◎設置箇所・使用方法等の詳細はこちらから

※市区町村長は、河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）のほか、地域の土地利用や災害実績なども踏まえ総合的に避難情報等（警戒レベル）の発令判断をすることから、警戒レ
ベルと警戒レベル相当情報が出るタイミングや対象地域は必ずしも一致しません。

避難指示等が発令されたら速やかに避難行動をとる必要があり
ますが、突発的な災害では、発令が間に合わないこともあります。
避難指示等が発令されていなくても、警戒レベルに相当する気象
情報を認識し、危険を感じたら早めに避難行動をとってください。
大切なことは「自分で判断する」ということです。

警戒レベル5はすでに災害が発生・切迫している状況です。
また、必ず発令されるものではありません。
警戒レベル3高齢者等避難や警戒レベル4避難指示で、
地域の皆さんで声をかけあって、安全・確実に避難しましょう。

避難情報等住民がとるべき行動状況

災害発生
又は切迫

避難情報等
（警戒レベル）

河川水位や雨の情報
（警戒レベル相当情報）

緊急安全確保 氾濫発生情報 大雨特別警報
（土砂災害）

災害の
おそれ高い

危険な場所から全員避難
• 警戒レベル４避難指示は、立退き避難に必要な
時間や日没時間等を考慮して発令される情報で、
このタイミングで危険な場所から避難する必要が
あります。

危険な場所から高齢者等は避難
•「高齢者等」は障害のある人や避難を支援する者も
含んでいます。
•さらに、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の
行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、
自主的に避難するタイミングです。

命の危険　直ちに安全確保！
• 警戒レベル５は、すでに安全な避難ができず命が危
険な状況です。
•警戒レベル５緊急安全確保の発令を待ってはいけま
せん !
•ただし、警戒レベル５は、市区町村が災害の発生・
切迫を把握できた場合に、可能な範囲で発令される
情報であり、必ず発令される情報ではありません。

避難指示 氾濫危険情報 土砂災害
警戒情報

災害の
おそれあり

高齢者等避難 氾濫警戒情報
洪水警報

大雨警報

気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水・高潮
注意報 氾濫注意情報 ――――

―――― ――――

警戒
レベル 浸水の情報（河川）

防災気象情報（警戒レベル相当情報）
土砂災害の情報（雨）
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＜ 警戒レベル４までに必ず避難 ! ＞＜ 警戒レベル４までに必ず避難 ! ＞

今後気象状況
悪化のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報

❶ 住宅設備等の確認❶ 住宅設備等の確認

❹ 雨水ますなどの清掃

❷ 避難経路の確認 ❸ 家財の移動
実際に避難経路を歩いてみて、危険な
場所がないか
確認しておき
ましょう。

浸水のおそれがある家財を建物の
2階などの高い場所に移動してお
きましょう。

道路にある雨水ますなどに、たまった
落葉やゴミの清掃にご協力ください。

暴　風

洪　水

大　雨

大　雪

風　雪

土砂災害警戒情報

記録的短時間大雨情報

注意報
警　報
特別警報
注意報
警　報

注意報(強風)
警　報
特別警報
注意報
警　報
特別警報
注意報
警　報

特別警報(暴風雪)

大雨により災害が起こるおそれがあると予想される場合に発表する

大雨により重大な災害の起こるおそれがあると予想される場合に発表する

大雨により重大な災害の起こるおそれが著しく大きいと予想される場合に発表する

洪水により災害が起こるおそれがあると予想される場合に発表する

洪水により重大な災害の起こるおそれがあると予想される場合に発表する

強風により災害が発生するおそれがあると予想したときに発表する

暴風により重大な災害が発生するおそれがあると予想したときに発表する

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により暴風が吹くと予想される場合に発表する

降雪や積雪による住家等の被害や交通障害など、大雪により災害が発生するおそれがあると予想したときに発表する

降雪や積雪による住家等の被害や交通障害など、大雪により重大な災害が発生するおそれがあると予想したときに発表する

数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合に発表する

風雪注意報は、雪を伴う強風により災害が発生するおそれがあると予想したときに発表する

雪を伴う暴風により重大な災害が発生するおそれがあると予想したときに発表する

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合に発表する

大雨による土砂災害発生の危険度が高まったとき、市町村長が避難指示を発令する際の判断や住民の自主避難の
参考となるよう、都道府県と気象庁が共同で発表する
大雨警報が発表されている時に、数年に１度程度しか発生しないような猛烈な短時間の大雨を観測
または解析したことを発表する

警 報 、情 報 等 発 表 基 準

出典：消防庁ホームページ防災・危機管理eカレッジを加工して作成

トタンのめくれ、はがれのないことを確認
しましょう。

瓦のひび割れ、ずれ、はがれが
ないか点検しましょう。

窓にひび割れやがたつきがないか確認
しましょう。

雨樋に落ち葉や土砂が詰まっていたり、
継ぎ目のはずれがないか確認しましょう。

不安定な屋根のアンテナや、瓦なども
専門家に頼んで直してもらいましょう。

ブロック塀のひび割れや、石垣
の崩れは補強しましょう。

ガスは、ボンベを鎖で動かな
いよう固定しておきましょう。

植木鉢などを整理します。落ち
る危険がある場所には、何も置
かないようにしましょう。

10m/秒以上～15m/秒未満 15m/秒以上～20m/秒未満 20m/秒以上～30m/秒未満 30m/秒以上
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・風に向かって歩けない。
・転倒する人もいる。

・しっかりと身体を確保しないと
転倒する。
・風で飛ばされた物で窓ガラス
が割れる。

・立っていられない。屋外での行
動は危険。
・樹木が根こそぎ倒れはじめる。

・風に向かって歩きにくくなる。
・傘がさせない

4 4
風の強さと吹き方 （平均風速：m/秒）
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